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パンティストッキングの圧が下肢部の寸法とむくみに及ぼす影響
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　目的　近年市場に出廻っているパンティストッキング（以後, PSとする）のほとんど

にサポートという用語が表示されている。“サポートカが脚を細くし，疲れから守る”な

ど美と健康を強調しているものが多い。本研究では, PSの着用圧が下肢部の寸法にどの

ような影響を与えるのか（実験1）.また下腿部の“むくみ”への影響（実験2）につい

て明らかにした。

　方法　着用圧の異なる３種（強，中，弱）のＰＳを試料とした。（実験１）女子大生７

名を被験者として，下肢部1 0ヵ所の寸法を計測し, PS着用前後の寸法差を算出した。

　（実験2）PS製造メーカの定位置立位作業者3 0名を被験者とし，出社時に試験用PS

を着用させ，その直後と，着用９時間後の退社時に下腿最大囲，下腿最小囲，足囲の計３

か所を計測した。

　結果（実験い大腿最大囲と足囲の寸法変化が大きく，着用圧の大きいPSほど寸法

の減少が大きかった。しかし逆に，下腿最小囲では着用圧の大きいＰＳほど寸法が増加す

る傾向が認められた。また，下腿最大囲での寸法変化は少なく，各々のＰＳの厚みを差し

引いた場合で，最も着用圧の強いPSでも約1 millであった。　（実験2）着用圧の小さい

PSほど，下腿最大囲および下腿最小囲での寸法増加が大きく，下腿部の“むくみ”の程

度が大きいことがわかった。すなわち，着用圧の大きいＰＳほど下肢各部の寸法に与える

影響が大きく，“むくみ”の少ないことが明らかとなった。
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　目的　被服圧の定量性を高めるための測定方法として、エアーバック方式の一軸拘束伸

長変形下での使用性については。エアーバックの空気量。受圧部の硬さ、曲率半径の影響

について検討をおこない。その有用性を確認した。そこで。本研究においては。一軸拘束

伸長変形下での結果をふまえて。二軸伸長変形下でのエアーバック方式の使用性を実測圧

値と理絵計算圧値との比較から検討した。

　方法　人体表面の曲率の違いや骨部および筋肉や脂肪からなる硬さ違いを考慮し。硬さ

や曲率半径の異となる受圧体モデルと試料布２種類を用いて、各条件下でのエアーバック

方式による被服圧を測定し。実測圧値とした。一方。実測圧値を測定した状態での縦およ

び横方向の伸長応力を川端らによるリニアライジング法を用いて求め、さらに受圧体の縦

および横方向の曲率半径を測定し、Kirkらの式から理論計算圧値を算出した。得られ

た実測圧値と理論計算圧値との関係を統計処理し、エアーバック方式の使用性を検討した。

　結果　流体圧法の一つであるエアーバック方式による被服圧測定方法は、エアーバック

の空気量が多くなると実測圧値は高くなる。同様に、受圧体の硬さが硬い場合および曲率

半径が大きい場合も実測圧値が高くなる。また。被服圧の低い領域で実測圧値が理論計算

圧値と適合する場合のエアーバックの空気量でも高い被服圧領域では、理論計算圧値に適

合しないことわかった。しかし。受圧体の硬さおよび曲率半径等を考慮した各条件下のエ

アーバックの空気量レベルの検討から、エアーバック方式の有用性を明らかにすることが

できた。
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